
第１１９号 
Ｈ．２４．２．１ 
（毎月１日発行） 

 
 

    
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

谷
川 

寛
俊 

  
 

日
蓮
大
聖
人
様
は
「
行
学
の
二
道
」

と
い
う
お
言
葉
を
よ
く
お
し
ゃ
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
修
行
ば
か
り
で
も

だ
め
で
、
教
義
、
つ
ま
り
学
問
も
必
要

だ
と
言
う
の
で
す
。
要
す
る
に
行
と
学

は
、
車
の
車
輪
な
の
で
す
。 

 
 

日
蓮
聖
人
は
、
鎌
倉
幕
府
が
成
立
し

て
か
ら
約
三
十
年
後
の
貞
応
元
年
（
一
，

二
二
二
年
）
、
安
房
国
天
津
小
湊
（
千
葉

県
鴨
川
市
小
湊
）
で
お
生
ま
れ
に
な
ら

れ
ま
し
た
。
十
二
歳
の
時
、
生
家
近
く

に
あ
っ
た
、
安
房
国
の
名
刹
清
澄
寺
（
せ

い
ち
ょ
う
じ
）

に
入
門
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 

日
蓮
聖
人
は
、
一
心
に
勉
学
に
励
み
、

仏
教
の
意
味
を
問
い
続
け
、
末
法
（
ま
っ

ぽ
う
）

の
民
衆
を
救
済
す
る
た
め
の
教
え 

 

       
  

を
求
め
、
鎌
倉
や
京
都
、
奈
良
の
寺
々
や

比
叡
山
に
遊
学
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
法
華
経
」
こ
そ
が
釈
尊
の
真
実
の
教
え

で
あ
り
、
人
々
を
あ
ら
ゆ
る
苦
し
み
か
ら

救
う
唯
一
の
教
法
で
あ
る
と
確
信
さ
れ
た

の
で
す
。 

当
時
、
日
本
は
政
治
的
に
も
社
会
的
に

も
、
ま
た
文
化
的
に
も
大
き
く
揺
れ
動
い

て
い
ま
し
た
。
鎌
倉
幕
府
の
成
立
は
、
へ

ん
ぴ
な
東
国
で
の
自
立
を
め
ざ
す
も
の
で

し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
に
直
面
し
て
い
る
新
し
い
時
代
の
新
し

い
生
き
方
を
求
め
、
そ
の
結
果
、
法
華
経

に
内
包
さ
れ
た
偉
大
な
教
え
（
南
無
妙
法

蓮
華
経
）
を
開
き
あ
ら
わ
す
使
命
感
に
打

た
れ
た
の
で
す
。 

法
華
経
の
内
包
す
る
偉
大
な
教
え
と
は
、

そ
れ
ま
で
特
定
の
修
行
者
に
の
み.

仏
の
示

教
が
あ
っ
た
と
受
け
取
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
実
は
、
法
華
経
は
困
難
な
時
代
（
末

法
）
に
直
面
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
救
済

す
る
未
来
記
（
予
言
）
を
語
り
示
し
た
経 

 

         

典
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

日
蓮
聖
人
は
、
こ
の
法
華
経
の
救
い
を

末
法
の
人
々
に
伝
え
る
使
命
を
達
成
す
る

誓
願
を
起
こ
し
、
建
長
五
年
（
一
，
二
五

三
年
）
、
三
十
二
歳
の
時
、
故
郷
の
清
澄
寺

で
末
法
の
人
々
を
救
う
教
え
は
「
南
無
妙

法
蓮
華
経
」
以
外
に
な
い
こ
と
を
高
ら
か

に
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。（
立
教
開
宗
）
以
後
、

日
蓮
聖
人
は
、
迫
害
の
嵐
の
中
、
法
華
経

弘
通
（
ぐ
づ
う
）
の
生
涯
を
貫
か
れ
た
の
で
す
。 

宗
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
日
蓮
上
人

御
自
身
は
、「
い
ず
れ
の
宗
の
元
祖
に
も
あ

ら
ず
、
末
葉
（
ま
つ
よ
う
）

に
も
あ
ら
ず
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
ま
で
も
久
遠
の

釈
尊
（
永
遠
の
お
釈
迦
樣
）
の
命
に
随
（
し

た
が
）

う
生
き
方
を
示
し
て
お
ら
れ
る
の
で

す
。 し

か
し
、
日
蓮
聖
人
の
門
下
の
活
動
が

盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
「
日
蓮
宗
」
「
法
華

宗
（
ほ
っ
け
し
ゅ
う
）
」
「
日
蓮
法
華
宗
」
な
ど

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
行
き
ま
す
。 

日
蓮
聖
人
の
教
え
は
、
法
華
経
を
よ
り 

 

 

ど
こ
ろ
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
一
般
に 

は
「
法
華
宗
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、 

上
人
の
高
弟
（
六
老
僧
）
ら
は
独
自
の 

門
流
を
形
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
の 

道
を
遂
げ
な
が
ら
、
江
戸
時
代
ま
で
至 

り
ま
す
。 

そ
し
て
明
治
時
代
に
な
り
、
仏
教
各 

派
は
、
そ
れ
ぞ
れ
統
合
を
命
じ
ら
れ
る 

な
ど
の
宗
教
政
策
の
経
過
を
経
て
、
身 

延
山
久
遠
寺
（
み
の
ぶ
さ
ん
く
お
ん
じ
）

を
総 

本
山
と
し
、
池
上
本
門
寺
（
ほ
ん
も
ん
じ
） 

な
ど
大
本
山
、
本
山
を
統
合
し
て
「
日 

蓮
宗
」
と
公
称
す
る
こ
と
を
申
請
し
、 

承
認
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

次
号
か
ら
は
、
日
蓮
聖
人
の
御
生
涯 

を
連
載
し
ま
す
。 

 
  
 

 
 
 

 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「人生ハンド仏句」 
と打ち込んで頂けば、

ホームページにつなが
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日
蓮
宗
と
い
う 

名
の
由
来 



 

ｄｅ 

 
お
釈
迦

し

ゃ

か

様さ
ま

御
涅
槃
会

お

ね

は

ん

え 

 
 
 
 
 
 

（
団
子
ま
き
） 

・
二
月
十
五
日
（
水
） 

・
午
前
十
一
時
よ
り 

 


ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
参
り
下
さ

い
ま
せ
。

  

今
月
の
お
給
仕
（
お
講
当
番
）
は
、 

 

若
栗
地
区
の
方
々
で
す
。 

宜
敷
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 
 

 

◎
水
子
供
養
会 

 

・
毎
月
十
三
日 

 

 

・
午
後
一
時
半
よ
り 

 

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
お
参
り
く
だ
い
。 

 

♪ 

ご 

招 

待 

 
「
こ
の

星
空
を
見
せ
た
く
て

Ⅲ
」 

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｕ 

 

今
年
３
回
目
を
迎
え
る
堤
谷
亘
さ
ん
の

ラ
イ
ブ
で
す
。
今
年
の
ゲ
ス
ト
は
千
葉

か
ら
、
元
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
「
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｋ
Ｏ
」
さ
ん
や
サ
ッ

ク
ス
奏
者
の
「
ｔ 

Ｋ
ｅ
ｎ
ｊ
ｉ
」
さ

ん
も
加
わ
り
中
身
の
濃
い
ラ
イ
ブ
に
な

り
そ
う
で
す
。 

私
は
、
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｕ
さ
ん
の
歌
に
合

わ
せ
、
２
曲
踊
ら
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。 

そ
の
他
「
あ
い
の
風
ス
テ
ッ
プ
２
１
」

「
寺
島
和
紀
さ
ん
」「
島
崎
昇
さ
ん
」「
い

ぶ
き
」
の
み
な
さ
ん
で
す
。 

 

 

ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
下

さ
い
。 

入
場
無
料
で
す
が
、
チ
ケ
ッ
ト
が
御
座

い
ま
す
の
で
必
要
な
方
は
仰
っ
て
下
さ

い
。 

 

と 

き 

二
月
十
九
日
（
日
） 

開 

場 
 

午
後
１
時
３
０
分 

開 

演 
 

午
後
１
時
５
０
分
～ 

 

場 

所 

黒
部
市
コ
ラ
ー
レ 

 
 
 
 

マ
ル
チ
ホ
ー
ル 

  

こ
ち
ら
は
コ
ー
ラ
ス
へ
の
ご
案
内 

☆
「
新
川
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス 

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２
」 

 と 

き 

二
月
二
十
六
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
後
二
時
開
演 

場 

所 

ミ
ュ
ラ
ー
ジ
ュ
ホ
ー
ル 

入
場
料 

８
０
０
円 

 

新
川
地
区
の
コ
ー
ラ
ス
団
体
、 

十
一
組
が
出
演
致
し
ま
す
。 

各
団
体
の
発
表
後
、
合
同
合
唱
が
三 

曲
御
座
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
か
な
り 

聴
き
応
え
が
あ
り
ま
す
。 

こ
ち
ら
も
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち 

致
し
て
お
り
ま
す
。 

◎ 

唱
題
行
脚
実
施
中 

・
今
月
二
十
七
日 

午
後
一
時
半 

※
日
程
変
更
し
て
い
ま
す 

 

先
月
は
大
雪
の
中
、
道
な
き
道
を
お
題 

目
（
南
無
妙
法
蓮
華
経
）
の
声
も
高
ら 

か
に
回
っ
て
参
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
で 

最
後
ま
で
回
れ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し 

ま
す
。 

今
月
も
張
り
切
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

先
月
の
参
加
者 

谷
川
寛
敬
・
髙
木
昶
・
伊
藤
宗
治
・ 

蝶
涼
太
・
土
居
可
久
子
・
高
円
富
美
子
・ 

谷
川
久
仁
子 

 

「法
華
経 

 
 

寺
子
屋
」 

※
被
災
地
支
援
の
為 

お
休
み
で
す
。 


